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梅雨が明ければ、いよいよ本格的な夏がやってきます。夏休みの予定も決まってくる頃かと思います。 

 ５月下旬の職場体験、生徒の皆さんの様子を見に行くと、仕事に生き生きと取り組む様子が見られまし

た。ふだんの学校生活では知りえない姿を見られたことをうれしく思うとともに、たった４日間で大きく

成長していく皆さんの姿を頼もしく思いました。「働くということはどういうことか」と考えると、大人

でも中々これだという答えは見つかりません。しかし、ほとんどの人間が長い人生の大半を働いて過ごし

ます。日本人の平均寿命が８５歳前後と言われる中で、４５年程度は働きます。だからこそ、職場体験で

感じたこと、学んだことを大切に、今後の進路も考えていきましょう。 

 保護者の皆様におかれましても、本校の教育活動へのご理解とご協力、誠にありがとうございました。

お子様の将来の夢や目標について、今後もご家庭で語り合う時間をとって頂ければ幸いです。 

4 組担任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月予定 

安城市立安城北中学校 
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Ⅰ♡eeee ( 意・居・異・唯 ) 

◎下校完了時間について 

 支所予選を終えた部活動⇒16:45 

  支所予選を終えていない部活動⇒17:35 

 になります。 

把握のほど、よろしくお願いします。 



 

 

1 組      

職場体験では、人との関わりや自分から行動すること、

働くことの大切さなどが私の中でよく学べたと感じまし

た。また、職場の方に対しての挨拶や言葉遣いに気を付け

ることができました。この４日間の体験を経て、これから

は、周りを見て行動しようと思いました。そして、自分の

進路に向けて頑張ろうと思います。自分にとって貴重な経

験になったので、この経験を生かして頑張ります。 

2 組       

職場体験活動では、まず事前準備の大切さを実感しま

した。事業所までの道のりはマップ上でも見ることがで

きますが、事前に事業所へ行っておくことで、かかる時

間などを確認でき、当日に余裕をもって向かうことがで

きました。そして、体験を通して、見えないところで人の

ために働いている人が想像以上にたくさんいて、どんな

仕事でもやりがいを見つけていることがわかりました。 

3 組    

私が職場体験を終えて学んだことは、笑顔でいることの

大切さです。私が行ったこども園では、みんなが笑顔で、

元気をもらいました。また、私自身も自然と笑顔になって

いました。成長できたことは、小さな子どもたちと関わる

ことができるようになったことです。体験は楽しかっただ

けではなく、多くのことを学ぶことができました。この経

験を将来に生かしたいです。 

4 組  

 私は職場体験を終えて先生の大変さや楽しさを知るこ

とができました。低学年の先生だとどんなものでも全員

分の用意をしないといけなかったり、何度伝えても伝わ

ってなかったりと大変でした。しかし、児童たちは自分

の目で見たことを素直に伝えてくれるので「先生すご

い」「ありがとう」と言われるとそれだけで頑張ってよか

ったと思いました。やりがいは大事だと感じました。 

5 組 

私は職場体験で「あいさつ」の大切さを学びました。接

客の体験をさせていただいたとき、お店の人は笑顔で大き

なあいさつをされていました。しかし、私は少し緊張して

しまい、大きな声であいさつをすることができませんでし

た。そのとき、お店の人が、「あいさつは大事だよ。お客様

だからね。」と言ってくださいました。私はその言葉が一番

心に残り、あいさつを大切にしたいと思いました。 

6 組 

私は職場体験学習を終えて、関わる人の立場や性格を

考えて行動することが大切だと思いました。実際に幼稚

園で働いてみて、園児の子と話す時は、怖い印象を与え

てしまう敬語は使わないこと、また、大人しい性格の子

には寄り添うように話しかけるといいということを学び

ました。このことを生かして、小さい子どもと関わる時

はその子にあった接し方をしていきたいです。 

7 組 

 私は体験先の小学校で特に「教え方」について学べたと

思います。先生たちに授業中の大切なことを聞いたとこ

ろ、「答えは教えるのではなく、導いてください」と言われ

ました。その言葉を受け、見守っていたところ、生徒たち

が自分で考えていてすごいなと思いました。さらに、「叱る

こと」の大切さを学びました。小さい子に対してもだめな

ことはだめと言っていました。叱ることができない私はす

ごいな、あんな大人になりたいなと、とても尊敬しました。 

8 組 

 職場体験を終えて感じたことは、仕事をすることはと

ても大変だということです。それを感じた場面は、お客

様の注文を聞くとき、ご飯を提供するときなどです。そ

の中で、人とのコミュニケーションをとることの大切さ

を実感しました。職場体験を通して、普段生活している

ときには得られないような学びがたくさんありました。

この貴重な経験を生かすために、どのような行動をすべ

きか考えながら、これからの生活を過ごしたいです。 

9 組 

職場体験を通して学んだことは、日々の積み重ねの大切

さです。初日は難しかった作業も、やればやるほど、こつ

をつかんで上達することができました。事務所の方にも褒

めていただけたり、「ありがとう」と言っていただけたりし

て嬉しかったです。この作業を行うことは今後ないかもし

れませんが、そこで学んだ、積み重ねの大切さを今後の生

活や勉強に生かしていきたいです。 

13 組 

僕は職場体験でくるみや梨園に行きました。小さな梨

を切る仕事をしました。僕が思っていた以上に、梨の切

り落とし方が難しく、特に葉に隠れている実を見つける

ことが難しかったです。でも、何度も仕事をしているう

ちに最初よりも実を見つけることが上手になりました。

これからは職場体験で学んだ、一つのことに集中して取

り組むことを学校生活でも生かしていきたいです。 

 

職場体験活動を終えて


